
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「１学期の足跡を振り返って」 

                                         旭川市立新富小学校     

校長 工 藤  真   

早いもので、１学期も終業式を迎えました。この間、保護者の皆様、地域の皆様には、本校の教育活動に

温かいご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。 

 

１学期を振り返ると、入学した１年生は学校生活にもすっかり慣れ、朝の支度や学習、友達との関わりに

も自信が見られるようになりました。２年生以上の子供たちも、一つ学年が上がったという自覚をもち、日々

の学習や係活動、運動会の行事など、さまざまな場面で成長した姿を見せてくれました。特に６年生は最高

学年としての役割を理解しながら、着実に成長を遂げています。 

 

私は、子供たちの成長とは、「できることが増えること」だけではないと考えています。失敗してももう一度

挑戦すること、自分で考えて行動すること、困っている友達に声を掛けること、自分の役割を最後までやり遂

げること…。こうした一つ一つの積み重ねが、子供たちを大きく成長させます。 

 

近年、社会は大きく変化し、正解が一つではない時代と言われています。そのような時代だからこそ、学

校では「自分で考え、自分で決め、自分で行動する力」を育てることを大切にしています。しかし、その力は

学校だけで育つものではありません。ご家庭で「今日はどうだった？」と話を聞いていただくこと、自分でで

きることは自分でさせること、時には失敗を見守ることも、子供たちの自立につながる大切な経験です。 

 

いよいよ夏休みが始まります。長い休みは、普段できない経験を積む絶好の機会です。本を読むこと、家

のお手伝いをすること、地域の行事に参加すること、自然に触れることなど、さまざまな体験が子供たちの

心を豊かにしてくれます。また、家族とゆっくり過ごす時間も、子供たちにとって何よりの宝物になることでし

ょう。 

 

一方で、水の事故や交通事故、熱中症など、夏ならではの危険も少なくありません。学校でも指導を行

いましたが、ご家庭でも生活リズムを整え、安全に十分気を付けながら、有意義な夏休みを過ごしていただ

ければと思います。 

 

２学期には、一回りも二回りもたくましく成長した子供たちに会えることを、教職員一同楽しみにしていま

す。保護者・地域の皆様におかれましては、引き続き本校の教育活動へのご理解とご支援を賜りますよう、

よろしくお願いいたします。 
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